
最
低
所
要
担
保
カ
バ
ー
率

（
パ
ー
セ
ン
ト
）

超
過
担
保
カ
バ
ー
率

（
パ
ー
セ
ン
ト
）

L
G
D

（
パ
ー
セ
ン
ト
）

適
格
債
権
担
保

零

百
二
十
五

三
十
五

適
格
不
動
産
担
保

三
十

百
四
十

三
十
五

適
格
そ
の
他
資
産
担
保

三
十

百
四
十

四
十

平成™™年˜™月™�日 月曜日 (号外第™�œ号)官 報
２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
法
人
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
及
び
金
融
機
関
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

の
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
算
式
に
用
い
るP

D

は
、
〇
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

３

デ
フ
ォ
ル
ト
に
相
当
す
る
格
付
を
付
与
さ
れ
た
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
のP

D

は
、
百
パ
ー
セ
ン

ト
と
す
る
。

（
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
のL

G
D

）

第
百
三
十
三
条

先
進
的
内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
が
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
信
用
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
算
式
に
用
い
るL

G
D

は
、当
該
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
デ
フ
ォ

ル
ト
時
に
生
じ
る
経
済
的
損
失
額
のE

A
D

に
対
す
る
割
合
を
百
分
率
で
表
し
た
推
計
値
と
す
る
。

２

基
礎
的
内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
が
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
信
用
リ
ス
ク
・
ア

セ
ッ
ト
の
額
の
算
式
に
用
い
るL

G
D

は
、
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。
た
だ
し
、
劣
後
債
権
の
場
合
は
、
七
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
劣
後
債
権
を
除
く
。）に
適
格
金
融
資
産

担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
法
的
に
有
効
な
相
対
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
契
約
下
に
あ
る
レ
ポ
形
式
の
取
引
に
関
す

る
場
合
を
除
き
、
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
信
用
リ
ス
ク
削
減

手
法
の
効
果
を
勘
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

L
G
D
＝

4
5パ
ー
セ
ン
ト
×
（
第
三
章
第
六
節
第
三
款
に
規
定
す
る
包
括
的
手
法
に
基
づ
い
て
信
用
リ
ス
ク
削
減

手
法
の
効
果
を
勘
案
し
た
後
の
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
）
／
（
当
該
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
）

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
劣
後
債
権
を
除
く
。）を
被
担
保
債
権

と
し
て
、
適
格
債
権
担
保
、
適
格
不
動
産
担
保
又
は
適
格
そ
の
他
資
産
担
保
（
以
下
「
適
格
資
産
担
保
」
と
い
う
。）

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る
運
用
要
件
を
満
た
す
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
に
対
す

る
適
格
資
産
担
保
の
額
の
割
合
が
次
の
表
に
定
め
る
最
低
所
要
担
保
カ
バ
ー
率
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
基
礎
的
内
部

格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
は
、
当
該
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、
当
該
適
格
資
産
担

保
の
額
を
次
の
表
に
定
め
る
超
過
担
保
カ
バ
ー
率
で
除
し
た
額
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
表
に
定
め
る

L
G
D

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
同
一
の
被
担
保
債
権
に
複
数
の
適
格
金
融
資
産
担
保
又
は
適
格
資

産
担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
適
格
不
動
産
担
保
及
び
適
格
そ
の
他
資
産
担
保
の
各
最
低
所
要
担
保
カ
バ
ー

率
は
、
適
格
金
融
資
産
担
保
及
び
適
格
債
権
担
保
に
よ
る
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
の
効
果
を
勘
案
し
た
後
の
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
に
対
す
る
適
格
不
動
産
担
保
及
び
適
格
そ
の
他
資
産
担
保
の
そ
れ
ぞ
れ
の
額
を
基
準
と
し
て
算
出

す
る
。

一

適
格
債
権
担
保
の
目
的
た
る
債
権
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
適
格
債
権
」
と
い
う
。）
の
運
用
要
件
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

担
保
が
提
供
さ
れ
る
法
的
仕
組
み
が
強
固
な
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
当
該
適
格
債
権
又
は
そ
の
売
却
代
金

に
関
す
る
債
権
者
の
権
利
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

担
保
権
の
実
行
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
す
べ
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

担
保
の
設
定
に
関
す
る
契
約
が
、
そ
の
諸
条
項
に
従
っ
て
当
該
担
保
に
関
連
の
あ
る
法
域
に
お
い
て
強
制
執

行
を
行
う
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
適
法
か
つ
有
効
に
契
約
当
事
者
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

ニ

ハ
に
掲
げ
る
要
件
が
、
十
分
な
法
的
調
査
及
び
法
的
論
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
強
制
執
行
可
能

性
が
継
続
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
適
時
に
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

担
保
権
の
設
定
が
、
適
切
に
書
類
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
該
適
格
債
権
又
は
そ
の
代
り
金
を
適
時
に
回
収

す
る
た
め
の
明
確
で
強
固
な
手
続
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ

担
保
の
目
的
た
る
債
権
の
信
用
リ
ス
ク
を
判
断
す
る
た
め
の
堅
固
な
手
続
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ト

当
該
適
格
債
権
の
債
務
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
第
三
債
務
者
」
と
い
う
。）の
信
用
リ
ス
ク
の
判
断
を

被
担
保
債
権
の
債
務
者
に
依
存
し
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
第
三
債
務
者
の
健
全
性
及
び
信
用
度
を
確
か
め

る
に
当
た
り
、
被
担
保
債
権
の
債
務
者
の
信
用
供
与
に
関
す
る
方
針
の
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

チ

被
担
保
債
権
の
額
と
当
該
適
格
債
権
の
額
と
の
差
額
に
は
、
回
収
費
用
、
当
該
適
格
債
権
の
プ
ー
ル
に
お
け

る
一
の
第
三
債
務
者
の
集
中
度
合
い
、
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

全
体
の
中
の
集
中
リ
ス
ク
そ
の
他
の
勘
案
す
べ
き
要
素
が
す
べ
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

リ

被
担
保
債
権
に
つ
い
て
、
適
切
か
つ
継
続
的
に
監
視
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

二

適
格
不
動
産
担
保
の
目
的
た
る
不
動
産
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
適
格
不
動
産
」と
い
う
。）の
運
用
要
件
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

担
保
権
が
、
関
連
の
あ
る
法
域
に
お
い
て
適
法
か
つ
有
効
に
成
立
し
、
当
該
担
保
の
設
定
に
関
す
る
契
約
の

諸
条
項
に
従
っ
た
強
制
執
行
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ
て
、
適
時
か
つ
適
切
に
登
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
が
合
理
的
な
期
間
内
に
担
保
価
値
を
実
現
し
得
る
よ
う
な
担
保
の
設

定
に
関
す
る
契
約
及
び
当
該
契
約
を
実
行
す
る
た
め
の
法
的
手
続
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

適
格
不
動
産
の
評
価
額
が
、
評
価
日
の
公
正
な
時
価
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

ニ

年
一
回
以
上
の
頻
度
で
適
格
不
動
産
の
担
保
価
値
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
格
不
動
産
担
保
の
担
保

価
値
が
著
し
く
低
下
し
た
こ
と
を
示
す
情
報
が
あ
る
場
合
又
は
デ
フ
ォ
ル
ト
そ
の
他
の
信
用
事
由
が
発
生
し
た

場
合
は
、
不
動
産
鑑
定
士
又
は
担
保
評
価
額
の
評
価
の
精
度
が
高
い
と
認
め
る
に
足
り
る
者
に
よ
り
当
該
不
動

産
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
。

ホ

適
格
不
動
産
の
種
別
及
び
適
格
不
動
産
を
担
保
と
す
る
信
用
供
与
の
方
針
（
金
利
等
の
条
件
へ
の
勘
案
を
含

む
が
、
こ
れ
に
限
ら
な
い
。）を
明
ら
か
に
し
た
書
類
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ

適
格
不
動
産
を
損
害
や
劣
化
か
ら
適
切
に
保
全
す
る
た
め
の
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ト

適
格
不
動
産
に
つ
い
て
先
順
位
の
担
保
権
の
設
定
額
及
び
そ
の
内
容
を
継
続
的
に
監
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

チ

適
格
不
動
産
に
起
因
す
る
環
境
保
全
に
関
す
る
債
務
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
適
切
に
監
視
し
て
い
る
こ
と
。

三

適
格
そ
の
他
資
産
担
保
の
目
的
た
る
資
産
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
適
格
そ
の
他
資
産
」
と
い
う
。）の
運
用

要
件
は
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

前
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
適
格
不
動
産
担
保
」

と
あ
る
の
は
「
適
格
そ
の
他
資
産
担
保
」
と
、「
不
動
産
」
と
あ
る
の
は
「
資
産
」
と
、「
適
格
不
動
産
」
と
あ
る

の
は
「
適
格
そ
の
他
資
産
」
と
、「
登
記
」
と
あ
る
の
は
「
対
抗
要
件
が
具
備
」
と
、「
不
動
産
鑑
定
士
又
は
担
保

評
価
額
の
評
価
の
精
度
が
高
い
と
認
め
る
に
足
り
る
者
に
よ
り
当
該
不
動
産
」
と
あ
る
の
は
「
担
保
評
価
額
の

評
価
の
精
度
が
高
い
と
認
め
る
に
足
り
る
者
に
よ
り
当
該
資
産
」
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

ロ

担
保
権
の
順
位
が
第
一
順
位
で
あ
る
こ
と
。

ハ

適
格
そ
の
他
資
産
担
保
の
設
定
に
関
す
る
契
約
に
お
い
て
、担
保
の
詳
細
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

信
用
リ
ス
ク
管
理
指
針
に
お
い
て
、
内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
が
評
価
の
対
象
と
す
る
担
保
の

種
類
並
び
に
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
に
応
じ
た
適
切
な
担
保
の
額
を
定
め
る
方
針
及
び
そ
の
運
用
方
法
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
内
部
監
査
又
は
外
部
監
査
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

適
格
そ
の
他
資
産
を
担
保
と
す
る
信
用
供
与
の
方
針
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
方
針
に
お
い
て
、

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
に
応
じ
て
確
保
す
べ
き
担
保
の
額
、
当
該
内
部
格
付
手
法
採
用
最
終
指
定
親
会
社
が

当
該
担
保
を
迅
速
に
処
分
す
る
能
力
、
処
分
可
能
価
格
又
は
市
場
価
格
を
客
観
的
に
設
定
す
る
能
力
、
専
門
家

に
よ
る
評
価
又
は
鑑
定
そ
の
他
の
評
価
額
を
速
や
か
に
入
手
で
き
る
頻
度
及
び
担
保
の
評
価
額
が
変
動
す
る
幅

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

˜—™


		2010-12-26T14:42:26+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




